
ハ

ダ
ニ
類
の
「
天
敵
」

ハ
ダ
ニ
類
の
天
敵
に
は
、
ハ
ダ

ニ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
や
ハ
ネ
カ
ク
シ
類
、

カ
ブ
リ
ダ
ニ
類
等
が
捕
食
性
昆
虫

類
と
し
て
様
々
な
種
類
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
カ
ブ
リ
ダ
ニ

類
は
、
天
敵
農
薬
と
し
て
も
普
及

さ
れ
て
お
り
、
難
防
除
害
虫
で
あ

る
ハ
ダ
ニ
の
Ｉ
Ｐ
Ｍ
（
総
合
的
病

害
虫
管
理
）
防
除
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

「

天

敵
保
護
」
の

防
除
体
系
を
！

Ｊ
Ａ
全
農
福
島
で
は
、
福
島
県

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
果
樹
研
究
所

へ
の
委
託
試
験
と
し
て
、

「
ナ
シ
園
の
天
敵
保
護
防
除

体
系
の
効
果
試
験
」
を
令
和

２
年
～
４
年
の
3
年
間
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

農
薬
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
ま
で
！

果

樹
ハ
ダ
ニ
類
の

状
況
に
つ
い
て

近
年
、
福
島
県
内
の
果
樹
に

お
け
る
ハ
ダ
ニ
類
の
発
生
は
、
平

年
並
～
や
や
多
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
多
発
生
に
伴
い
、
樹
体

が
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
は
少
な
い
で
す
が
、
ハ
ダ
ニ
類

の
生
態
に
よ
り
各
種
殺
ダ
ニ
剤
の

効
果
が
低
下
し
て
い
る
可
能
性
が
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果
樹
の
ハ
ダ
ニ
類
対
策
は
「
天
敵
」
の
力
で
！
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果

懸
念
さ
れ
ま
す
。

ハ

ダ
ニ
類
の
生
態

果
樹
類
に
影
響
を
与
え
る
ハ
ダ
ニ

類
に
は
、
リ
ン
ゴ
ハ
ダ
ニ
、
ナ
ミ
ハ

ダ
ニ
、
カ
ン
ザ
ワ
ハ
ダ
ニ
等
が
存
在

し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ハ
ダ
ニ
は
い
ず

れ
も
、
葉
を
吸
汁
す
る
こ
と
で
光
合

成
阻
害
や
葉
焼
け
を
引
き
起
こ
し
、

果
実
の
収
量
や
品
質
低
下
等
の
影
響

を
与
え
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
世
代

の
発
生
周
期
も
短
く
、
年
間
８
回
程

度
発
生
す
る
た
め
、
長
期
に
渡
っ
て

被
害
が
確
認
さ
れ
ま
す
。

ナミハダニの生活環
（一部写真：福島県果樹研究所提供）

ハ
第1若虫
第2若虫

産卵

孵化
卵幼虫

成虫

年8回程度
産卵・発生

ハ
ダ
ニ
類
は
、
一
度
発
生
す
る
と

枝
の
分
岐
部
や
粗
皮
下
、
落
葉
な
ど

で
越
冬
し
、
翌
年
に
も
影
響
を
与
え

る
た
め
、
徹
底
し
た
防
除
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

殺

ダ
ニ
剤
効
果
低
下
の

可
能
性

ハ
ダ
ニ
類
は
、
年
間
に
複
数
回
世
代

交
代
を
行
う
た
め
、
特
に
薬
剤
の
感
受

性
低
下
の
可
能
性
が
高
い
害
虫
で
す
。

ま
た
、
ハ
ダ
ニ
類
は
果
樹
の
い
た
る
と

こ
ろ
に
存
在
し
て
い
る
た
め
、
農
薬
が

直
接
か
か
ら
ず
、
十
分
な
効
果
が
得
ら

れ
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
同
成
分
の
農
薬
や
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
が
同
じ
農
薬
の
連
用
は
避

け
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
防
除
を
行
う
こ

と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

殺

カブリダニ類
（写真：福島県果樹研究所提供）

ハ

【
県
内
の
ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
で
薬
剤
感
受

性
低
下
が
見
つ
か
っ
た
農
薬
】

・
ピ
ラ
ニ
カ
水
和
剤

・
ダ
ニ
サ
ラ
バ
フ
ロ
ア
ブ
ル

・
ス
タ
ー
マ
イ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル

・
ダ
ニ
コ
ン
グ
フ
ロ
ア
ブ
ル

※

県
内
全
て
の
地
域
で
の
感
受
性
低

下
を
示
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

天

【
試
験
概
要
】

ナ
シ
の
複
合
交
信
か
く
乱

剤
（
コ
ン
フ
ュ
ー
ザ
ー
）
を

使
用
し
た
圃
場
に
お
い
て
、

土
着
天
敵
と
な
る
カ
ブ
リ
ダ

ニ
類
等
に
影
響
の
少
な
い
農

薬
を
用
い
る
こ
と
で
、
天
敵

が
活
動
し
や
す
い
環
境
を
作

り
、
ハ
ダ
ニ
被
害
を
抑
え
る

防
除
体
系
を
確
立
す
る

【
結
果
】

・
慣
行
防
除
体
系
と
比
較
し

て
ハ
ダ
ニ
密
度
は
、
少
な
く

推
移
し
た

・
天
敵
影
響
が
少
な
い
薬
剤

を
用
い
て
も
、
ア
ブ
ラ
ム
シ

類
、
シ
ン
ク
イ
虫
類
な
ど
の

他
の
害
虫
発
生
へ
の
影
響
は

な
か
っ
た

土
着
天
敵
が
保
護
さ
れ
た

こ
と
で
ハ
ダ
ニ
類
の
密
度
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
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＜薬剤感受性低下が発達する要因＞

薬剤感受性低下とは？
同成分やＩＲＡＣコードが同じ殺虫剤を連用していると、害虫がその殺虫剤に対して強くなり、以前に効果の

あった薬量では防除が困難になることがあります。同一個体が薬剤に対してだんだん強くなるのではなく、世代
の交代によって集団内に強い個体が生まれることで起こります。

遺伝が大きく関与

↑

Ａ剤散布

↑

Ａ剤散布

A剤がよく効く虫 A剤がやや効かない虫 A剤が効かない虫

↑

Ａ剤散布
薬剤が効かない
虫が増えてくる

生残りから生まれた薬剤が効かない個体

＜天敵保護防除体系（例）＞

（引用元：福島県果樹研究所）

⇒ネオニコチノイド系から変更

⇒有機リン系から変更

⇒有機リン系から変更

現在の防除体系においても、有機リン剤をはじめとした天敵に影響のある薬剤が使用されています。より一層
天敵影響の小さい薬剤を選択した、天敵保護防除体系として検証しました。

⇒ピロール系から変更

カブリダニ製剤（バンカーシート）

天敵保護防除体系の取組はじめは、圃場内の土着天敵数が少ないことが考えられ
ます。そこで、カブリダニ製剤のバンカーシートを6月下旬に設置することで安定し
た防除効果が見込めます。

＜天敵農薬影響表＞
・石原バイオサイエンス株式会社HP 農薬影響表
https://ibj.iskweb.co.jp/wp/wp-content/uploads/2020/12/phytoseiid_mite.pdf
＜研究成果＞
・福島県果樹研究所「果樹のハダニ類の主要殺ダニ剤に対する薬剤感受性」
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/315473.pdf

・福島県果樹研究所
「カブリダニ類に影響の小さい防除体系を導入することでハダニ類の密度を抑制できる」
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/566357.pdf

https://ibj.iskweb.co.jp/wp/wp-content/uploads/2020/12/phytoseiid_mite.pdf
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/315473.pdf
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/566357.pdf

